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（長寿・富貴・招福）

聞修院
もんしゅういん

（曹洞宗）

中国の道教の神様で天南星または
寿星の化身だといわれます三千年の
長寿を保つ鹿をしたがえ、人々の
難を祓う団扇を持っています。

山あいにある寺です。寿老人像は
古くからこの寺に安置されていて、
代々の住職が黒沢村の住民の長寿を
祈願していたそうです。本堂も庭も
趣があります。駐車場あり。

青梅市黒沢3-1578

寿老人

（福徳財宝・家内和合）

玉泉寺
ぎょくせんじ

（臨済宗）

インドの古代神話の大河の神で、水と音楽

の神様と信仰されていました。参拝の時は

「財宝弁通して絶ゆることなく、家内和合して

音楽を奏でるが如し」と言います。

本堂の東南にある弁天池小島に

弁財天が祀られています。住宅地の中

ですが閑静で女性の神様が祀られて

いるのにふさわしい優しさのあるお寺

さんです。駐車場あり。

青梅市長淵3-299

弁財天

（商売繁盛・子孫愛育）

延命寺
えんめいじ

（臨済宗）

インドのヒンドゥー教のシヴァ神と
日本の大国主命の神仏習合の神様
です。日本では商売繁盛の守り神と
して有名です。

これまで火災に合うことがなかった
ため、創建した600年前の趣がその
まま残っています。宗建寺とは50mの
距離で、古い町並みのなかにあり
ます。近くに公営駐車場あり。

青梅市住江82

大黒天

（福・禄・寿）

福禄寿 中国の道教の神、頭が長く一羽の
白鶴を伴っています。南極星の化身
だとも言われます。福徳･人徳・長寿
の神様です。

木造茅葺きの山門があり、青梅市
有形文化財に指定されています。
階段を少し登りますが、奥多摩の
山々が見えて、清 し々い空気です。
駐車場あり。

青梅市日向和田2-395明白院
めいばくいん

（曹洞宗）

（除災招福・商売繁盛）

清宝院
せいほういん

（真言宗）

大国主命の御子と伝えられている
日本の土着信仰の神様です。「大漁
追福」や「商売繁盛」や「五穀豊穣」
をもたらす、漁業や商業や農業の
神様です。

街道沿いで駐車場もあります。
少し急な階段を上っていくと、下に
水の公園がひろがり、空気が清々
しいです。

青梅市大柳1203

恵比寿尊

宗建寺

延命寺

(青梅駅)
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（開運厄除・学業成就）

宗建寺
そうけんじ

（臨済宗）

インドのヒンドゥー教のクーベラ神で
日本では毘沙門天と呼ばれています。
宝塔とヤリを持ち悪霊を退散させ
財宝をさずけるといわれています。

宗建寺は青梅駅からも近く、駐車場も
あるので、徒歩、車どちらで出かけ
ても行きやすいです。『大菩薩峠』
に出て来る義賊、裏宿七兵衛の墓が
あります。   

青梅市千ヶ瀬町6－734

毘沙門 天11
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（知恵・福徳）

地蔵院
じぞういん

（臨済宗）

中国、唐の時代に実在した仏教の
僧や弥靭菩薩の化身だといわれ
ます。開運･良縁･子宝の神様です。

吉野街道からの入り口が分かりに
くいかもしれません。小さな目印が
あります。近所に保育園もあるので
すが、何故か静かな、ほっとした
安らぎを感じさせるお寺さんです。

青梅市畑中2-583-1

布袋尊

七
福
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
お
寺
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ

見
応
え
の
あ
る
寺
庭
で
し
た
。
足
腰
に
自
信
の

あ
る
方
は
ハ
イ
キ
ン
グ
気
分
で
、
自
信
の
無
い
方
は

車
で
気
軽
に
、
自
転
車
で
風
切
っ
て
と
い
う
の
も

い
い
で
す
ね
。
年
齢
や
体
力
に
合
わ
せ
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
の
が
七
福
神
巡
り
の
魅
力
で
す
。

成田山

　
七
福
神
は
室
町
時
代
末
期
に
京
都
で
誕
生
し
ま
し
た
。

戦
乱
が
多
い
時
代
で
人
々
は
平
和
を
渇
望
し
て
い
た
こ
と
と
、

ま
た
商
業
が
栄
え
は
じ
め
た
頃
で
、
人
の
願
い
は
そ
れ
ま
で
の

「
五
穀
豊
穣
」
だ
け
で
は
な
く
、
「
繁
栄
」
や
「
富
」
を
も
望
む

よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、七
福
神
誕
生
の
背
景
に
あ
り
ま
し
た
。

は
じ
め
は
恵
比
寿
尊
（
商
売
繁
盛
）
と
大
黒
天
（
豊
作
）
の

二
神
で
し
た
が
、
人
々
の
夢
は
そ
れ
で
は
足
り
ず
次
々
と
増
え
て

七
福
神
に
な
っ
た
の
で
す
。
七
福
神
は
み
な
個
性
的
な
お
顔
立
ち

で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
恵
比
寿
尊

だ
け
が
日
本
古
来
の
神
様
で
、
ほ
か
は
イ
ン
ド
や
中
国
出
身
の

神
々
で
す
。

　
江
戸
時
代
に
幕
府
が
七
福
神
を
奨
励
し
た
こ
と
も
あ
り
、

七
福
神
は
日
本
全
国
で
ブ
レ
イ
ク
し
ま
し
た
。
庶
民
に
と
っ
て

「
七
福
神
詣
で
に
行
く
」
は
信
仰
だ
け
で
は
な
く
行
楽
も
兼
ね

て
い
た
の
で
す
。
参
拝
客
が
多
く
訪
れ
る
門
前
に
は
茶
店
や

土
産
物
屋
な
ど
が
並
び
、
賑
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

青
梅
で
は
古
く
か
ら
、
各
寺
院
で
そ
れ
ぞ
れ
の
神
様
を
祀
っ
て

い
ま
し
た
が
、
昭
和
5
4
年
に
、
七
福
神
と
し
て
巡
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
参
拝
は
ど
の
お
寺
か
ら
始
め
て
も
い
い
の
で
す
が
、
参
考
例

と
し
て
宗
建
寺
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
み
ま
し
た
。

庶
民
の
平
和
と
繁
栄
の
願
い
か
ら
誕
生
し
た
七
福
神

七
福
神
詣
で
は
庶
民
の
娯
楽
で
も
あ
っ
た

多
摩
（
青
梅
）
七
福
神
巡
り
行
っ
て
み
ま
し
た
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